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徳之島におけるハクセキレイの集団ねぐらの観察事例

青柳　克 1

1〒 901–2114 沖縄県浦添市

はじめに
全国に分布するハクセキレイMotacilla alba［ス

ズメ目 Passeriformesセキレイ科Motacillidae］は，
各地において集団でねぐらを形成することが知ら
れている（例えば，黒田，1960；湯浅，1960；熊
谷他，1983；唐沢，1996など）．しかし，南西諸島
における本種の集団ねぐらの情報は少なく，これ
までに学術論文として沖縄本島から 1例，インター
ネット上のブログ記事として徳之島から 2例があ
るのみと思われる（青柳，2023；平城，2024；高，
2015）．このうち，徳之島では〈約 300羽〉，〈約 50

羽〉の規模の集団ねぐらが紹介されている（平城，
2024；高，2015）．近年，著者もこれらのブログ記
事と同様に，徳之島でハクセキレイの集団ねぐら
を観察した．その集団は 500羽を超える大群であっ
たため，南西諸島における本種の大規模な集団ね
ぐらの事例として報告する．
また，この集団ねぐらが 2013年からほぼ毎冬に

同所で形成されていた情報も得たため，10年以上
にわたり同じ場所に形成された集団ねぐらの実例
としても報告する．

観察記録および計数結果
2022年 11月 30日 23時頃，小雨がぱらつく中，

徳之島町亀津中区の主要道路沿いに建つホテルに
隣接した電線（座標：27°43'51.0"N 129°01'14.3"E）
に，夥しい数の小鳥が止まっていた（図 1）．電
線の周りはホテルの看板やロビー，信号機などに
より明るかったため，照明機器を使わなくとも肉
眼で小鳥の群れを認識できる状況であった．双眼
鏡で種を確認するとハクセキレイM. albaの集団

ねぐらであった（図 2）．ほとんどの個体は頭部
を体にうずめた姿勢であったが，頭を上げた 6，
7羽には黒い過眼線と白い喉が見られ，亜種ハク
セキレイ M. a. lugensの特徴（水谷・叶内，2017）
を確認できた．
現場でハクセキレイの正確な羽数を把握する

ことは困難であったため，集団ねぐらの状況をデ
ジタルカメラで撮影し，後日，パソコン画像上で
詳細にカウントした．その結果，電線上に 526羽，
電柱に 6羽，電線下の街路樹であるビロウ内に
14羽の計 546羽から成る集団ねぐらであった．
また，その 2年後の 2024年 11月 5日の夜間に

も，同じ電線で本種の集団ねぐらを観察したが，
その羽数は 150羽ほどと小規模であった．

目撃情報
ほぼ毎冬，徳之島亀津中区にある前出のホテ

ルを利用している知人から，ハクセキレイの集団
ねぐらの目撃情報を得た．彼は，前述の電線上に
形成された集団ねぐらを 7か年にわたって目撃
し，その様子を写真に撮影していた．目撃した日
付は〈2013年1月 5日〉，〈2014年12月 25日〉，〈2016

年 12月 17日〉，〈2018年 1月 14日〉，〈2019年 1

月 2日〉，〈2020年 1月 11日〉及び〈2023年 1月
13日〉であった．ただし，集団ねぐらの羽数は
計数していないとのことであった．

考察
徳之島でハクセキレイの集団ねぐらが形成さ

れた場所について，高（2015）と平城（2024）の
ブログ記事ではどちらも〈街中の電線〉で観察さ



186

Nature of Kagoshima Vol. 51 RESEARCH ARTICLES

れた事例が記されていた．両ブログの掲載写真を
詳細に調べた結果，本稿で報告した〈亀津中区の
ホテルに隣接した電線〉と同じ場所であった．
次に，その集団ねぐらが形成されたシーズン

について整理する．ハクセキレイは徳之島には秋
季の 10月頃に渡来し，翌春の 5月頃に渡去する
渡り鳥である（奄美野鳥の会，2009）．このこと
から，ある年の秋から翌年の春までを 1シーズン
として計上すると，本稿での集団ねぐらの確認は
〈2012–13年〉，〈2014–15年〉，〈2016–17年〉，〈2017–

18年〉，〈2018–19年〉，〈2019–20年〉，〈2022–23年〉
及び〈2024–25年〉の 8シーズンであった．同様に，
ブログ記事の高（2015）では〈2015–16年〉の 1シー
ズンのみ，平城（2024）では〈2022–23年〉及び
〈2023–24年〉の 2シーズンの情報を掲載していた．
これらを整理すると，本種の集団ねぐらは〈2012–

13年〉から〈2024–25年〉にかけて，計 10シー
ズンにわたって観察されていた．
さらに，これらの集団ねぐらの観察月に着目

すると，本稿では〈11月〉，〈12月〉及び〈1月〉
の 3か月で確認しており，ブログ記事では〈10月〉，
〈1月〉及び〈3月〉の 3か月について掲載されて
いた（平城，2024；高，2015）．
以上の事柄をまとめると，徳之島亀津中区の

市街地において，本種の集団ねぐらは 2012年か
ら 2024年までのほぼ毎年に，まったく同じ場所
の電線上で，各シーズンの 10月から翌年 3月の
6か月間にわたって形成されていたのであろうと
推測される．
これまでに国内で報告されいてる市街地に形

成されたハクセキレイの集団ねぐらは，約 1,200

羽（千葉県柏駅），560羽（東京都吉祥寺駅），約
550羽（同八王子駅），335羽（同町田市），200–

600羽（大阪府堺市栂・美木多駅），200–300羽（埼
玉県川口駅），196羽前後（神奈川県横須賀市），
130羽前後（同横浜駅），125羽（沖縄県浦添市），
120羽（大阪府柏原市河内国分駅），30羽以上（東
京都高尾駅），20–30羽（埼玉県鳩ケ谷駅）など，

図 1．徳之島亀津中区の街中に形成された集団ねぐら．
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その規模はさまざまであった（青柳，2023；藤波，
2016；八王子・日野カワセミ会，2009；井口，
2014；唐沢，1996；日本野鳥の会，1992）．それ
らと比較すると，本稿の 546羽の集団ねぐらは規
模の大きなものであったと言える．
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図 2．電線上で休息するハクセキレイ Motacilla albaの群れ．


